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本
文
の
要
旨

ブ
ラ

ッ
ク
バ
ス
の
放
流
は
、
漁
業

へ
の
悪
影
響
だ
け

で
な
く
、
水
辺
環
境
に
対
す
る

「自
然
破
壊
」
と

考
え
ら
れ
る
。
二
〇
〇

一
年
七
月
、
道
内
で
初
め
て

本
種
を
確
認
し
て

一
年
半
が
過
ぎ
た
。
筆
者
は
こ
の

期
間
、
バ
ス
移
殖
放
流
禁
止
、
水
中
発
破
駆
除
計
画

の
中
止
、
道
内
の
バ
ス
養
殖
場
実
態
把
握
に
関
わ

っ

て
き
た
。
ま
た
、
バ
ス
の
越
冬
飼
育
試
験
を
行
い
、

本
種
が
高
い
生
残
率
と
産
卵

(繁
殖
)
行
動
を
観
察

し
た
。
今
後
、
温
暖
化
に
よ
る
分
布
予
測
な
ど
か
ら
、

「
密
放
流
を
止
め
な
け
れ
ば
」

バ
ス
が
定
着
す
る
可

能
性
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。

は

じ

め

に

日
本

国

内

に
お

い

て

一
般

的

に
ブ

ラ

ッ
ク

バ

ス

(
以

下

バ

ス
)

は

、

サ

ン

フ

ィ

ッ
シ

ュ
科

の

オ

オ

ク

チ

バ

ス
と

コ
ク
チ
バ
ス
を
含
む
オ
オ
ク
チ
バ
ス
属
の
総
称
と
し
て
理

解
さ
れ
て
い
る

(瀬
能
、
二
〇
〇
二
)
北
米
原
産
の
温
帯

性
肉
食
魚
で
す
。

こ
の
う
ち
、
オ
オ
ク
チ
バ
ス
が
最
初
に
日
本
に
移
入
さ

れ
た
の
は

一
九
二
五
年

(大
正
十
四
年
)
、
当
時
は
新
し

い
食
用
タ
ン
パ
ク
源
等
と
し
て
北
米
か
ら
輸
入
さ
れ
、
神

奈
川
県
の
芦
ノ
湖
に
放
流
さ
れ
ま
し
た
。
オ
オ
ク
チ
バ
ス

の
生
息
地
域
は

一
九
六
四
年
以
前
に
は
五
県
だ

っ
た
の
が
、

一
九
七
四
年
に
は
四
十
都
府
県
に
な
り
ま
し
た

(丸
山
、

二
〇
〇
二
)。
釣
り
の
対
象
種
と
し
て
人
気
が
高
く
な
る

に
つ
れ
て
意
図
的
放
流

(密
放
流
)
に
よ
り
分
布
が
広
が
っ

た
よ
う
で
す
。

一
方
、

コ
ク
チ
バ
ス
は
オ
オ
ク
チ
バ
ス
よ
り
も
低
水
温

に
強
く
流
水
適
応
性
も
あ
る
こ
と
か
ら
北
方
生
活
型
と
い

わ
れ
ま
す

(表
1
)
。
本
種
の
日
本

へ
の
導
入
経
過
は
全

く
明
ら
か
に
な

っ
て
い
ま
せ
ん
が
、

一
九
九

一
年
に
長
野

県
の
野
尻
湖
で
初
め
て
確
認
さ
れ
た
の
が
最
初
で
す
。
そ

の
後
、
密
放
流
に
よ

っ
て
分
布
域
が
拡
大
し

つ
つ
あ
り

(秋
月
、

一
九
九
九
)、
二
〇
〇
〇
年
度
ま
で
に
二
六
都
道

府
県
か
ら
生
息
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す

(全
内
連
、
二
〇

〇
〇
)。

中
井

(二
〇
〇
二
)
は
原
産
地
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
ブ

ラ
ッ
ク
バ
ス
類
の
な
か
で
、
オ
オ
ク
チ
バ
ス
と
コ
ク
チ
バ

ス
は
自
然
分
布
域
が
最
も
広
く
、
こ
の
主
た
る
生
態
的
影

響
は
在
来
生
物
、
と
り
わ
け
魚
類
に
対
す
る
捕
食
で
あ
り
、

南
ア
フ
リ
カ
や
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
、
メ
キ
シ
コ
、

ハ
ワ
イ
に

移
殖
さ
れ
た
例
で
は
、
バ
ス
の
影
響
が
深
刻

で
、
在
来
魚

が
局
所
的
に
消
失
し
た
事
例
も
あ
り
ま
す
。
日
本
で
も
、

絶
滅
危
惧
種
や
希
少
種
な
ど
に
指
定
さ
れ
、
保
護
を
要
す

る
魚
類
の
多
く
は
バ
ス
に
捕
食
さ
れ
や
す
く
、
種
や
個
体

群
の
絶
滅
な
ど
甚
大
な
被
害
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す

(淀
、

一
九
九
九
)。

ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス
生
息
確
認

一
九
九
九
年
四
月
か
ら
二
年
間
に
わ
た
り
、
北
海
道
水

産
林
務
部
と
水
産
艀
化
場
は

「外
来
魚
生
息
分
布
調
査
」

を
行

っ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
目
的
は
、
外
来
魚
の
生
息
場

所
の
確
認
や
在
来
魚
類

へ
の
影
響
を
調
べ
る
こ
と
で
、
こ

の
対
象
種
は

「
バ
ス
」
、
「
ブ
ル
ー
ギ

ル
」
、
既
に
広
く
分

布
し
て
い
た

「
ブ
ラ
ウ
ン
ト
ラ
ウ
ト
」
で
し
た
。

早
速
、
様
々
な
情
報
整
理
や
調
査
を
始
め
る
と
、
か

つ

て
釣
堀
業
者
が
本
州
県
産
の
バ
ス
種
苗
を
北
海
道
内
に
導

入
し
ま
し
た
が
、
越
冬
条
件
が
厳
し
く
生
残
率
が
低
か

っ

た
事
例

(工
藤
、
二
〇
〇

一
)
が
あ
り
ま
し
た
。
し
た
が
っ

て
、
寒
冷
地
北
海
道
で
の
越
冬
や
再
生
産

(繁
殖
)
は
困

難
と
思
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
確
か
な
デ
ー
タ
が
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
そ
の
よ
う
な
状
況
下
の
二
〇
〇

一
年
七
月

67



表1

コ ク チ バ スオ オク チバ ス

北米大陸の東南部北米大陸の東中央部地産原

ス モ ー ル マ ウ ス バ スラ ー ジ マ ウ ス バ ス名地現

口の後端は眼中央下口の後端 は眼より後ろ目と口の位置

付け根に鱗iがある鱗 はない背鰭と尾鰭

連続 している分かれている2つ の背鰭

黄土色系のまだ ら模様
頭から尾にかけて黒い
帯がある

体色

徴特

深 くて透明な湖沼や流
れの緩やかな河川

湖沼河川の止水域、溜
池

岩盤帯水草帯選好場所

冷水帯温水帯選好水温

流れに沈む流込みや河
川に移動

岸辺で活発に摂餌夏の生息場所

息
域

生
水

6月 頃5月 頃

13℃ 以 上!6℃ 以 上

左同親魚が稚魚を保育する

時期

水温

行動

卵産

左同
主に魚類やエビなどの
甲殻類

食性

群れでの追跡型単独で待ち伏せ型

オ オ クチ バ ス よ り強 い強い

よ くす るあ ま り しな い

捕食行動

引き

ジヤンプ

餌摂

釣 り味

(文献:全 国内水面漁業協 同組合連合会)

十

三

日
、

北

海

道

で
初

め

て
、

大

沼

周

辺

の
円

沼

(
ま

る

ぬ

ま

)

で

バ

ス

の
生

息

を

確

認

し

ま

し

た

(
工
藤

、

二
〇

〇

二

a
)
。

円

沼

(
沼

面
積

○

・
五

二
)

で
の

調
査

結

果

は
次

の
と

お

り

で
す
。

魚

種

名

は

コ
ク

チ

バ

ス

(
一
尾

)
、

全

長

二

三

・
○

㎝
、

尾

叉

長

二
〇

・
五

㎝
、

体

重

二
〇

五

g
、

性

別

は
雌

、

生

殖

腺

重

量

が
○

・
五

g
、

G

S

I

(
成

熟

度

指

数

:
生

殖

腺

重

量

×

一
〇

〇

+
体

重
)

は
○

・
二

四
%
、

肉

眼

の
観

察

で

は
未

熟

個

体

で
し

た

。

鱗

の
解

析

に
よ

り

年
齢
三
才
魚
で
し
た
が
、
二
〇
〇

一
年
の
成
長
が
良
す
ぎ

る
た
め
、
調
査
年
当
年
の
春
季
に
飼
育
個
体
を
放
流
し
た

と
も
考
え
ら
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
同
年
七
月
二
六
日
、
今
度
は
オ
オ
ク
チ
バ
ス

一
尾
を
同
じ
沼
で
捕
獲
し
ま
し
た
。
全
長
三
二

・
五

㎝
、

尾
叉
長
三

一
・
八

㎝
、
体
重
五
六
九

・
二

9
、
四
才
魚

の

雌
、
生
殖
腺
重
量

一
三

・
八

g
か
ら
G
S
I
は
二

・
四
二

%
で
し
た
。

こ
の
個
体
の
産
卵
の
痕
跡
を
調
べ
た
寺
西
ほ

か

(二
〇
〇
二
)

に
よ
れ
ば
、
卵
巣
内
で
の
排
卵
後
濾
胞

の
有

無

は
観

察

さ

れ

な

か

っ
た

こ
と
、

捕

獲

さ
れ

た

バ

ス

は
成

熟

途

上

に

あ

っ
た
も

の

の
何

ら

か

の
要

因

に
よ

り
卵

が
退

行

し

た

こ

と
を

示

し

て
お

り
、

条

件

さ
え

整

え

ば
産

卵

す

る
可

能

性

を

示

唆

さ

れ

ま

し

た
。

円

沼

に
お

け

る

バ

ス
以

外

の
水

生

生

物

に

つ
い

て
は
、

コ
イ

・
フ
ナ

(
ゲ

ン
ゴ

ロ
ウ
ブ

ナ
)

類

、

ウ

シ
ガ

エ
ル
幼

生

(
オ

タ

マ
ジ

ャ

ク

シ
)
、

マ
ド
ジ

ョ
ウ
、

ウ

グ

イ

、

ス

ジ

エ
ビ

、

ウ
キ

。コ
リ
、

モ

ツ
。コ
、

イ

バ

ラ

ト
ミ

ョ
、

イ

ト

ヨ
の
十

種

類

の
生

息

が
確

認

さ
れ

て
お

り

(
工
藤

、

二
〇

〇

二

a
)
、

定

置

網

一
回

当

た

り

の
個

体

数

は

約

一
三

〇

〇

尾
、

重

量

は

五

九

・
七

㎏

で
し

た
。

こ
の
年

十

月

末

ま

で
十

一
回

に
わ

た

り
延

べ
八

九

反

の

2002年9月19日 、 南 幌 町 の親 水 公 園 内 の 沼 で オ オ クチ バ ス

が 採 捕 、 道 内 で3ケ 所 目
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刺
し
網
調
査
に
よ
っ
て
も
新
た
な
バ
ス
の
生
息
確
認
は
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
沼
の
規
模
か
ら
し
て
も
、
漁
獲

(調
査
)
努
力
は
決
し
て
少
な
い
と
は
言
え
ず

、

こ
の
年

は
結
氷
と
同
時
に
調
査
を
終
了
し
ま
し
た
。

移
殖
放
流
の
禁
止

こ
の
調
査
結
果
を
受
け
た
北
海
道
は
、
二
〇
〇
〇
年
七

月
二
七
日
に
バ
ス
及
び
ブ
ル
ー
ギ
ル
の
侵
入
に
対
し
て
の

対
応
方
針
を
決
め
ま
し
た
。
概
要
は
次

の
と
お
り
で
す
。

ω

外
来
魚
の
侵
入
防
止
に
向
け
た
対
応
方
針

●
北
海
道
内
水
面
漁
業
調
整
規
則
を
改
正
し
、
バ
ス
及

び
ブ
ル
ー
ギ
ル
の
移
植
を
禁
止
す
る
。

(十
月

一
日

施
行

に
向
け
て
事
務
を
進
め
る
。
)

●
遊
漁
団
体
及
び
遊
漁
者
等
に
対
し
て
、
密
放
流
を
行

わ
な
い
よ
う
啓
発
指
導
を
行
う
。

②

外
来
魚
が
確
認
さ
れ
た
場
合
の
対
応
方
針

●
バ
ス

(
オ
オ
ク
チ
バ
ス
、

コ
ク
チ
バ
ス
)
生
息
調
査

を
行
い
、
生
息
が
確
認
さ
れ
た
箇
所
で
は
、
地
元
関

係
者
と
協
議
し
、
「撲
滅
」
を
目
指
し
た
捕
獲

(
駆

除
)
を
行
う
。

さ
ら
に
内
水
面
漁
業
調
整
規
則
に
よ
る
放
流
禁
止
ま

で
の
経
緯
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●

一
九
九
九
年
八
月
、
道
の
水
産
林
務
部
が
外
来
魚

の

生
息
状
況
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
。

●
二
〇
〇
〇
年
三
月
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
を
発
表

(
バ
ス
は
情
報
の
み
で
生
息
確
認
は
で
き
ず
、
ブ

ラ

ウ
ン
ト
ラ
ウ
ト
と
の
誤
認
情
報
が
多
か

っ
た
。
)

●
二
〇
〇
〇
年
四
月
～
、
道
立
水
産
艀
化
場
、
外
来
魚

の
生
息
分
布
調
査
等
を
始
め
る
。

●
二
〇
〇

一
年
二
月
、
北
海
道
は
内
水
面
漁
場
管
理
委

員
会
に
バ
ス
及
び
ブ
ル
ー
ギ
ル
の
移
殖
を
禁
止
す
る

委
員
会
指
示
を
要
請
。

●
二
〇
〇

一
年
四
月
、
内
水
面
漁
場
委
員
会
指
示

で
バ

ス
及
び
ブ
ル
ー
ギ
ル
の
移
植
を
禁
止
。

●
二
〇
〇

一
年
七
月
、
円
沼

で
バ
ス
(
コ
ク
チ
バ
ス

・

オ
オ
ク
チ
バ
ス
)
各

一
尾
を
発
見
。

●
二
〇
〇

一
年
八
月
、
内
水
面
漁
場
管
理
委
員
会
は
北

海
道
に
対
し
て
内
水
面
漁
業
調
整
規
則
の

一
部
改
正

を
原
案
ど
お
り
答
申
す
る
(
バ
ス
及
び
ブ
ル
ー
ギ

ル

の
移
植
禁
止
)。

●
二
〇
〇

一
年
十
月
、
二
魚
種

の
内
水
面

へ
の
放
流
禁

止
。

都
道
府
県
内
水
面
漁
業
調
整
規
則
に
お
け
る
外
来
魚
の

移
殖
制
限
の
実
施
状
況

(桐
生
、
二
〇
〇
二
)
に
よ
れ
ば
、

一
九
七
八
年
六
月
に
愛
媛
県
が

「
バ
ス
そ
の
他
の
県
内
に

生
息
し
て
い
な
い
水
産
動
植
物
の
移
殖
の
制
限
」
を
行

っ

た
の
が
最
初
で
あ
り
、
二
〇
〇
〇
年
の
北
海
道
の
措
置
が

最
後
と
な

っ
て
い
ま
す

(同
条
例
が
な
い
沖
縄
県
を
除
く
)。

水
中
発
破
に
よ
る
駆
除
策
の
検
討

こ
の

「
バ
ス
問
題
」
が
地
域
社
会

へ
大
き
な
影
響
を
与

え
て
お
り
、
宮
崎

(
二
〇
〇
二
)
は

「外
来
魚
の
侵
入
阻

止
対
策
は
、
狂
牛
病
問
題
よ
り
も
些
少
な
こ
と
で
は
な
い
」

と
指
摘
し
て
い
ま
す
。

二
〇
〇

一
年
十
二
月
、
渡
島
支
庁
は
円
沼
の
バ
ス
完
全

駆
除
を
行
う
た
め
に
関
係
機
関
等
と
次
の
駆
除
法
を
検
討

し
ま
し
た
。
1
、
水
抜
き
及
び
曳
き
網
、
H
、
薬
剤
の
散

布

に
よ
る
駆
除
、
皿
、
水
中
発
破
に
よ
る
駆
除
の
三
方
法

で
す

(工
藤

二
〇
〇
二
a
)
。

こ
の
た
め
、
配
慮
す
べ
き
事
項
と
し
て
、
次
の
四
点
で
す
。

①

効
果
的
～
ブ
ラ

ッ
ク
バ
ス
を
効
果
的
に
駆
除
で
き

る
こ
と
。

②

安
全
性
～
周
辺
家
屋
に
影
響
を
与
え
な
い
よ
う
に

調
整
可
能
な
こ
と
。

③

環
境

へ
の
影
響
～
環
境

へ
の
影
響
が
低
く
、
配
慮

で
き
る
こ
と
。

④

時
間
的
制
約
～
産
卵
期
前
に
実
施
し
な
け
れ
ば
生

息
域
の
拡
大
が
懸
念
さ
れ
る
の
で
、
早
期
に
実
施
が

可
能
な
こ
と
。

こ
の
な
か
で
、
水
中
発
破
に
よ
る
魚
類
の
影
響
例
と
し

て
は
、
本
州
四
国
連
絡
橋
工
事
で
の
水
中
発
破
工
法

に
よ

る
コ
イ
等

へ
の
衝
撃
波
の
損
傷

(水
産
資
源
保
護
協
会
、

一
九
九
七
)
例
も
あ
る
た
め
、
こ
の
方
法
で
駆
除
を
検
討

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

二
〇
〇
二
年

一
月
、
「国
内

で
初
め
て
水
中
発
破

(
ダ

イ
ナ
マ
イ
ト
)
に
よ
る
駆
除
事
業
」
が
地
域
住
民
等
関
係
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者
の
同
意
を
得
る
と
と
も

に
、
地
元
の
自

然
保
護
団
体

「
大
沼
と
水
と
緑
を
守
る
会
」

に
も
説
明
を

し
て
同
意
を

得
て
い
ま
す

(
工
藤
、
二
〇
〇
二
a
)。

し
か
し
、
二
〇
〇
二
年
三
月
二
十
日
、
道
水
産
林
務
部

等
と
水
産
庁
は
水
中
発
破
の
駆
除
方
法
に
つ
い
て
協
議
を

行
い
ま
し
た
。
こ
の
水
中
発
破
に
よ
る
バ

ス
駆
除
は
、
水

産
資
源
保
護
法
第
五
条

(漁
法
の
制
限
)
の

「爆
発
物
を

使
用
し
て
水
産
動
植
物
を
採
捕
し
て
は
な
ら
な

い
。
」

に

抵
触
す
る
と
の
判
断
が
下
さ
れ
、
最
も
効
果
的
等
と
し
て

検
討
し
た
計
画
は
中
止

へ
と
追
い
込
ま
れ
ま
し
た
。
個
人

的
に
は
、
管
理
方
策
と
し
て
水
中
発
破
は

「
撲
滅
」
を
図

る
際
の
有
効
な
方
法

で
あ

っ
た
可
能
性
が
高
く
、
非
常
に

残
念
な
事
例
で
し
た
。

ブ

ラ
ッ
ク
バ
ス
の
養
殖
と
遊
漁
用
種
苗
の
供
給

九
州
で
は
、
オ
オ
ク
チ
バ
ス
の

一
亜
種

フ
ロ
リ
ダ
バ
ス

が
養
殖
魚
種
と
し
て
台
湾
か
ら
導
入
さ
れ
、
鹿
児
島

・
大

分

・
宮
崎
各
県
で
生
産
さ
れ
て
い
ま
す
。
用
途
は
刺
身
主

体
、
鹿
児
島
等

で
は
商
品
名

「
ヒ
メ
ス
ズ
キ
」
で
販
売
し

て
い
る

(田
染
、

一
九
九
二
)
よ
う
で
す
。

二
〇
〇
二
年
五
月
、
道
内

で
も

「ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス
の
養

殖
業
者
が
い
る
」
と
の
情
報
提
供
が
当
場
に
あ
り
ま
し
た
。

道
の
実
態
調
査
の
結
果
、
①
二
〇
〇

一
年
七
月
に
本
州
の

業
者
か
ら
の
受
託
に
よ
り
、
台
湾
産

フ
ロ
リ
ダ
バ
ス
稚
魚

一
万
尾
の
飼
育
開
始
。
②
受
託
の
理
由
と
し

て
は
養
殖
技

術
が
高
く
、
飼
育
環
境

(温
水
で
自
噴
水
量
が
多
い
)
に

恵
ま
れ
て
い
る
こ
と
。
③
二
〇
〇
五
年
五
月
、
バ
ス

一
歳

魚
が
平
均
体
重
三
〇
〇

9

(体
長
二
五

㎝
)

に
成
長
し
た

の
で
、
既
に
委
託
先
に
よ

っ
て
約

一
ト
ン
を
本
州

へ
活
魚

輸
送
済
み
。
④
委
託
先
で
は
、
バ
ス
飼
育
技
術
が
評
価
さ

れ
、
規
模
拡
大
の
要
請
を
受
け
て
い
る
。
⑤

二
〇
〇
二
年

四
月
～
五
月
、
新
た
に
五
万
尾

(体
長
四
ー
五

㎝
)

の
稚

魚
を
受
け
入
れ
た
こ
と
が
判
り
ま
し
た
。

国
内
の
バ
ス
養
殖
目
的
は
、
当
初
の
食
用
か
ら
遊
漁
増

殖
用
に
変
化
し
て
い
ま
す
。
大
浜

(
二
〇
〇
二
)
に
よ
れ

ば
、
山
梨
県
河
口
湖
、
山
中
湖
、
西
湖
を
訪
れ
る
釣
人
は

年
間
約
三
十
万
人

に
達
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
湖
で
は
、

漁
業
法
第
五
種
共
同
漁
業
権
で
バ
ス
免
許
が
あ
る
た
め
遊

漁
規
則
を
定
め
て
お
り
、
釣
り
人
は
遊
漁
料
を
支
払
う
義

務
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
河
口
湖
漁
協
の

一
九
九
四
～

二
〇
〇
〇
年
の
遊
漁
料
収
入
規
模
は
年
間
二
～
三
億
円
を

下
り
ま
せ
ん

(大
浜
二
〇
〇
二
)
。

一
方
、

そ
こ
に
は
遊

漁
料
に
見
合
う
バ
ス
の
増
殖
義
務

(漁
業
法
第

一
二
八
条
)

と
併
せ
て
遊
漁
者

の
釣
獲
結
果
を
満
足
さ
せ
る
こ
と
が
必

要
で
す
。
二
〇
〇
〇
年

の
同
漁
協
に
お
け
る
バ
ス
放
流
量

は
約
二
五
ト
ン

(同
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
)
と
な
っ
て
い
ま
す
。

同
漁
協
で
は
、
以
前
は
バ
ス
の
天
然
種
苗

(例
え
ば
、
秋

田
県
八
郎
湖
)

に
頼

っ
て
い
ま
し
た
が
、
最
近

で
は
購
入

経
費
、
安
定
性
で
養
殖
用
種
苗
を
利
用
し
て
い
る
よ
う
で

す
。こ

の
た
め
バ
ス
養
殖
の
潜
在
的
需
要
は

一
〇
〇
ト
ン
と

も
言
わ
れ
て
お
り
、
北
海
道
に
も
養
殖
委
託
が
波
及
し
た

よ
う
で
す

(養
殖
業
者
私
見
)。
現
行
法

で
は
バ
ス
養
殖

に
対
す
る
違
法
性
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
本
種
が
自

然
水
域
に
逃
亡
し
た
場
合
に
在
来
魚
に
与
え
る
影
響
が
心

配
さ
れ
る
た
め
、
対
策
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す

(田
染
、

一
九
九
二
)。
さ
ら
に
意
図
的
放
流

(
密
放
流
)

の
種
苗

と
し
て
持
ち
出
さ
れ
る
危
険
性
も
大
き
い
た
め
、
厳
重
な

監
視
が
必
要
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
た
あ
道

で
は
、
養

殖
団
体
に
対
し
て
バ
ス
等
の
養
殖
自
粛
を
要
請
し
て
い
ま

す
。

ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス
の
越
冬
と
繁
殖
行
動

北
海
道
は
本
州
県
に
比
較
し
て
寒
冷

の
た
め
、
バ

ス

の

生
息
や
繁
殖
に
は
不
利
と
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
実
際
、
道

内
の
バ
ス
移
殖
例
で
は
釣
堀
業
者
の
失
敗

(工
藤
、
二
〇

〇

一
)
や
幾

つ
か
の
湖
沼
で
意
図
的
な
放
流
が
あ
っ
た
よ

う
で
す
が
、
生
残
と
繁
殖

(再
生
産
)
に
失
敗
し
た
よ
う

で
す
。
し
か
し
、
現
状
で
は
科
学
的
な
デ
ー
タ
が
な
い
こ

と
か
ら
、
飼
育
環
境
下
で
の
越
冬
試
験
を
行
う
こ
と
に
よ

る
デ
ー
タ
の
蓄
積
が
重
要
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、

公
的
研
究
機
関
の
飼
育
試
験
に
あ
た

っ
て
は
、
管
理
不
十

分
、
知
見
不
足
の
た
め
バ
ス
を
国
内
に
拡
散
さ
せ
た

(宮

崎
、
二
〇
〇
二
)
と
指
摘
し
て
お
り
ま
す
が
、

こ
の
た
め

十
二
分
な
管
理
技
術
が
必
要
で
す
。
幸
い
、
道
立
水
産
艀

化
場
で
は
屋
外

コ
ン
ク
リ
ー
ト
飼
育
池

(四
×

一
〇

m
、

水
深

一
・
五

m
)
の
排
水
が
浄
化
槽
と
濾
過
槽
に
直
結
し
、

構
造
上
、
魚
類
の
自
然
流
出
は
不
可
能
の
た
あ
、
バ
ス
の

拡
散
す
る
不
安
は
な
い
と
い
え
ま
す
。

そ
こ
で
、
二
〇
〇

一
年
九
月
に
確
保
し
易
い
オ
オ
ク
チ

バ
ス
を
青
森

・
秋
田
両
県
か
ら
当
場
に
輸
送
収
容
し
ま
し

た
。
試
験
は
計
二
六
尾
の
バ
ス
で
開
始
し
ま
し
た
。
試
験

期
間
は
二
〇
〇

一
年
十

一
月
か
ら
翌
年
八
月
の
九
ヶ
月
間
。

月
平
均
水
温

(℃
)
は
、
十

一
月

:
五

・
四
、
十
二
月

:

一
・
四
、

一
月

:
一
・
七
、
二
月
三
二
・
一
、
三
月
:
六

・

○
、
四
月

:
一
〇

・
○
、
五
月
:
=
二
・
五
、
六
月

:
一

五

・
○
、
七
月

:
一
六

・
九
、
八
月
:
一
七

・
四
で
し
た
。

最
低
水
温
は
二
〇
〇

一
年
十
二
月

の
○

・
五
℃

で

,
最

高
水
温
は
七
月
の
二
〇

・
四
℃
で
し
た
。
冬
期
間
の
十

一

～
二
月
の
三

ヶ
月
間
、
水
面
は
数

㎝
氷
結
し
て
い
ま
し
た
。

結
果
は
、
六
月
の
越
冬
終
了
ま
で
に
二
二
尾

(全
長
二

四
四
-
四

一
三

㎜
、
体
重
二
二

一
-

一
、
二
〇
六

9
)
が

生
残
り
ま
し
た
。
驚
死
は

一
月
の

一
尾

(不
明
三
尾
)

で

あ

っ
た
こ
と
か
ら
、
オ
オ
ク
チ
バ
ス
の
生
残
率
は
八
八
%

を
示
し
ま
し
た
。
バ
ス
は

一
般
に
水
温
が
五
℃
以
下
で
餌

を
食

べ
な
く
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
本
試
験
の
飼
育
水
温
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は
五
℃
以
下
が
一.一ヶ
月
間
続
き
ま
し
た
が
高
い
生
残
率
を

示
し
ま
し
た

(工
藤
他
、
二
〇
〇
二
b
)。

一
方
、
繁
殖

(産
卵
)
行
動
の
観
察

の
た
め
、
五
月
か

ら
屋
外
池
底
に
人
r
産
卵
床

(西
原
他
、

一
九
八
八
)

一

基
に

つ
き
園
芸
用
玉
砂
利

(十
五

㎜
玉
)
三
六

㎏
を
敷
き

詰
あ
た
を
計
三
基
を
適
宜

(
二
m
以
上
離
し
て
)
設
置
し

ま
し
た
。
供
試
魚
は
、
越
冬
終
了
後
の
オ
オ
ク
チ
バ
ス
ニ

ニ
尾

で
す
。
七
月
八
日
に
は
、
初
め
て
雄

一
、
雌

一
、
の

ワ
ン
ペ
ア
が
産
卵
床
真
上
で
求
愛
行
為
が
行
わ
れ
、
こ
の

日
内
最
高
水
温
は
十
八
℃
で
し
た
。
七
月
二
二
日
に
は
数

回
の
産
卵
行
為
が
あ
り
、
そ
の
時
の
水
温
は
二
〇
℃
を
超

え
て
い
ま
し
た
。
七
月
二
七
日
に
は
数
百
粒
の
産
出
卵
を

水
中
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
で
も
確
認
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
八

月
上
旬

に
な

っ
て
も
、
バ
ス
雄
個
体

の
産
出
卵
保
護
行
動

(西
原
他
、

一
九
八
八
)
が
観
察
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。

こ
の
た
め
産
卵
床
が
放
棄
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
ま
し
た

(工
藤
他
、
二
〇
〇
二
b
)。

本
試
験
で
は
、
西
原
他

(
一
九
八
八
)
の
バ

ス
収
容
密

度
よ
り
も
高
く
設
定
し
ま
し
た
。

こ
の
高
密
度

が
バ
ス
の

産
卵
行
動
に
影
響
し
た
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

地
球
温
暖
化
と
バ
ス
分
布
域
の
拡
大

地
球
温
暖
化
に
よ
り
今
後
、
年
の
平
均
気
温
が
二
～
五

℃
上
昇
す
る
と
の
指
摘
も
あ
り
ま
す
。
温
水
性
魚
類
で
あ

る
バ
ス
の
生
息
域
は
、
サ
ケ
科
魚
類
と
異
な
り
ま
す
。
谷

口

・
中
野

(二
〇
〇
〇
)
に
よ
れ
ば
、

ア
メ
リ
カ
合
衆
国

内
の
全
水
系
を
対
象
と
し
た
、
五
七
種
の
淡
水
魚
の
分
布

変
化
を
予
測
し
た
研
究
で
は
、
年
平
均
気
温
が
約
四
℃
上

昇
し
た
場
合
、
オ
オ
ク
チ
バ
ス
の
生
息
域
が
八
九
二
ヶ
所

か
ら

一
、

一
六
三
ヶ
所
に
増
加
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

一

方
、

コ
ク
チ
バ
ス
の
ア
メ
リ
カ
国
内

の
分
布
域

は
、
七
月

の
平
均
気
温

一
六

・
六
～

一
八

・
三
℃
の
地
域
を
臨
界
域

と
す
る
報
告
も
あ
り
、

コ
ク
チ
バ
ス
の
分
布
北
限
を
決
定

し
て
い
る
要
因
は
、
冬
期
に
お
け
る
当
歳
魚
の
逆
依
存
型

の
死
亡

(谷
口

・
中
野
二
〇
〇
〇
)
で
あ
る
こ
と
が
明
ら

か
に
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
鈴
木

(未
発
表
)
は
、

七
月
の
気
温
分
布
デ
ー
タ
を
検
討
し
、

コ
ク
チ
バ
ス
の
分

布
可
能
域
は
北
海
道
西
部
に
及
ぶ
と
し
ま
し
た
。

ア
メ
ダ

ス

(
一
九
九
八
)
の

一
九
七
⊥ハ
～

一
九
九
七
年

の
年
間
平
均
気
温

(℃
)

に
よ
れ
ば
、
実
際
に
バ
ス
が
生

息
し
て
い
る
青
森
県
内
の
平
均
気
温
は
九

・
六
℃

(八

・

七
～

一
〇

・
七
)
で
す
が
、
道
内
の
檜
山
支
庁
管
内
は
八

・

八
℃

(七

・
九
～
九

・
三
)
、
同
じ
く
渡
島
支
庁
管
内

の

平
均
気
温
が
八

・
四
℃

(七

・
一
～

一
〇

・
一
)

で
す
か

ら
温
度
差
が
約

一
℃
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
今
後
、
北
海
道

で
も
温
暖
化
に
よ

っ
て
気
温
が
上
昇
し
た
場
合
、
バ
ス
の

分
布
可
能
域
が
大
き
く
広
が
る
こ
と
が
予
想
は
で
き
ま
す
。

し
か
し
、
魚
類
の
生
息
域

の
変
化
に
つ
い
て
谷
口

・
中
野

(二
〇
〇
〇
)
は
、
回
遊
魚
が
海
を
通
じ
て
低
温
の
北
方

水
域

へ
の
進
入
に
よ

っ
て
可
能
な
の
に
対
し
て
、

こ
れ
が

困
難
な
純
淡
水
魚
で
は
北
方

へ
の
移
動
は
大
き
く
制
限
さ

れ
る
よ
う
で
す
。
こ
こ
で
何
よ
り
も
大
き
な
問
題
点
と
し

て
、
バ
ス
は
人
間
に
よ
り
意
図
的
に
放
流
さ
れ
る
こ
と
を

忘
れ
て
は
い
け
な
い
と
思

い
ま
す
。

余
市
ダ
ム

・
南
幌
町
親
水
公
園

二
〇
〇
二
年
六
月
、
新
た
に
余
市
ダ
ム

(余
市
町
)
で

オ
オ
ク
チ
バ
ス

一
尾
が
釣
り
上
げ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
地

元
釣
具
店
を
通
し
て
連
絡
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
七

月
の
調
査
で
オ
オ
ク
チ
バ
ス
ニ
尾
が
捕
獲
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
八
月
に
は
道
内

で
初
め
て
余
市
ダ
ム
で
稚
魚
を

確
認
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
余
市
町
、
後
志
支
庁
の
調
査

に
よ
り
、
十
月
末
ま
で
に
稚
魚
二
二
三
尾
が
採
捕
で
き
ま

し
た
。
し
か
し
、
同
ダ
ム
に
ど
の
位

の
数
の
稚
魚
が
生
息

し
て
い
る
の
か
、
稚
魚
が
自
然
繁
殖
群
な
の
か
、
新
た
な

密
放
流
群
な
の
か
明
ら
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

一
方
、
九
月
に
は
南
幌
町
の
親
水
公
園
内
の
沼
で
、
釣

人
と
当
場
に
よ
っ
て
オ
オ
ク
チ
バ
ス
計
二
尾
が
捕
獲
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
後
の
調
査
で
は
確
認
さ
れ
て
な
い
た
め
、

円
沼
と
同
様
に
個
体
数
は
多
く
な
い
と
推
定
さ
れ
ま
す
。

本
沼
は
石
狩
川
水
系
の
河
川
に
通
じ
て
い
る
た
め
、
拡
散

が
心
配
さ
れ
ま
す
。

北
海
道
に
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス
は
い
ら
な
い

二
〇
〇
二
年
、
北
海
道
で
も
本
格
的
な
密
放
流
に
よ

っ

て

「
バ
ス
問
題
」
が
拡
大
す
る
様
相
を
見
せ
始
め
ま
し
た
。

2002年9月2日 、余市町の余市ダムで道内では初めて、

オオクチバスの稚魚5尾 が採捕された。
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北
海
道
水
産
林
務
部

で
は
二
〇
〇
五
年
ま
で
の
四
年
間
、

「外
来
魚
緊
急
総
合
対
策
事
業
」
で
調
査
を
継
続
す
る
予

定

で
す
。
こ
の
調
査
で
は
、
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス
の
越
冬
状
況

や
繁
殖
事
実
等
の
科
学
的
デ
ー
タ
の
整
備
を
努

め
る
こ
と

に
な

っ
て
お
り
ま
す
。
現
在
、
筆
者
等
ら
が
行

っ
て
い
る

外
来
魚
の
実
態
調
査
で
は
、
バ
ス
の
他
に
ブ
ラ
ウ
ン
ト
ラ

ウ
ト
も
大
き
な
課
題
を
か
か
え
て
調
査
を
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
個
人
的
に
は
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス
問
題

が
解
決

で

き
な
け
れ
ば
、
「ブ
ラ
ウ
ン
」
も
さ
ら
に
は

「
ニ
ジ

マ
ス
」

も
本
当
の
意
味
で
真
剣
に
議
論
で
き
る
時
で
は
な
い
と
思

っ

て
い
ま
す
。
外
来
魚
の
駆
除
に
決
定
的
な
抑
制

(駆
除
)

手
法
が
な
い
た
め
、
「密
放
流
」
防
止

に
向
け
た
啓
蒙
対

策
が
重
要
で
す
。

こ
こ
で
止
ま
る
と
本
州
同
様

「密
放
流

者
」
に
よ
っ
て
、
中
井

(二
〇
〇
二
)

に
よ
る

「入
れ
た

者
勝
ち
」
が
な
い
と
も
限
り
ま
せ
ん
。
今
後
、
北
海
道

に

外
来
魚

「ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス
問
題
」
対
策
を
強
化
す
る
た
め

に
は
、
道
民
の
皆
さ
ん
の
理
解
と
監
視
が
必
要

で
す
。
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